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　我々は過去5年間に，当院で33例の睾丸腫瘍を
経験した。このうち後腹膜リンパ節に著明な転移
を有した2例の治療経験を中心に報告した。
　症例1．：20歳男性。腹部膨満感，便泌を主訴に
昭和63年12月■当院内科で受診。腹部右側に大
手増大，表面不平で移動性のない腫瘤を触和した
為12月i■入院した。精査の結果，hCGが170000
mlu／m4と高値を呈し，右睾丸腕組の肺・肝・後腹
膜転移と診断し，高位除睾術を施行した。術後，
PVB療法を3クール施行し，平成元年3月【］後
腹膜転移巣摘出術を施行した。その後VP－16に
よる化学療法を3クール追加したところ，肺・肝
転移は消失，hCGも正常値となり6月嘔■退院し
た。現在，除睾後1年5ケ月で再発は認められて
いない。
　症例2：24歳男性。右睾丸腫脹を主訴に平成元
年5月■当科で受診。AFPが31　ng　／m4，　hCG
が97000mlu／meと高値を呈し，右睾丸四川なら
びに後腹膜転移の診断にて右高位除睾術を施行し
た。術後PVB療法を3クール施行した後，後腹膜
転移巣摘出術を施行した。さらにVP－16による化
学療法を2クール追加したところ，AFP，　hCGは
正常値となり，11，月E退院した。除睾後12ケ月
でやはり再発は認められていない。
　我々が経験した33例の睾丸腫瘍患者の年齢は4
ケ月～61歳で平均33．　2歳であった。病期はStage
Iが27例，皿が3例，皿が3例であった。全例に
高位除睾術を施行し，そのうち23例に化学療法や
放射線療法を追加した。これらの患者の予後は
Stage皿の2例のみが死亡しただけで，その他は
すべて生存し，社会復帰している。
　後腹膜に著明な転移を有する進行性睾丸腫瘍は
予後不良と言われているが，積極的な集学的治療
を行うことにより，治癒可能と言える。
　ラットの精巣を生後20日、30日および40日に片
側除睾し残された精巣を30日後に摘出して形態学
的に精査した。代償性肥大はこの時期には観察さ
れなかった。精細管の直径についてはどの日齢に
おいても両群に差は見られなかった。精巣全体に
占めるセルトリ細胞の体積の割合は40日齢片側除
睾群では4．56％、対照群は2．27％であり、片側除
睾群が有意に高い値を示した。他の日齢で片側除
睾した群では加速に差はなかった。1つの精巣に
含まれるセルトリ細胞数はどの日宇の対照群と実
験群でも1400万個であった。セルトリ細胞の平均
体積は40日齢片側除睾群では4165μ㎡であり、対
照群の2058μ㎡の2倍と有意に増加した。他の日
歯では虚宿に差はなかった。
　Follicle－Stimulating　Homone（FSH）の血中濃
度は40日齢片側庶出群では対照群よりも1．3倍高
くなっていた。20日齢片側除睾群でも対照群より
1．5倍血中濃度の上昇を見たが、30日齢片側除睾
群では血温に差は見られなかった。Luteinizing
Hormone（LH）の血中濃度はどの日齢においても片
側除睾群と対照群に差は見られなかった。テスト
ステロンの血中濃度は40日齢片側除睾群では対照
群よりも1．8倍高くなっていた。Dihydrotestos－
teroneの血中濃度は30日齢片側除睾群では2．0倍
40日齢片側徐睾群では1．8倍、それぞれ対照群よ
りも高い値を示した。
　既に本学会において発表したように、Leyd　i　g細
胞は40日齢片側除睾群では2倍の体積に増加して
おり、Leydig細胞とセルトリ細胞の密接な関係が
示唆された。電顕的には対照群に比べ40日齢片側
除睾群のセルトリ細胞に滑面小胞体の内腔拡張傾
向、ミトコンドリアの肥大が認められた。40日齢
で片側除睾すると形態計測からも、超網構造の変
化においてもセルトリ細胞の機能元進が示唆され
た。精子形成は40日齢片側除睾群でも盛んに行わ
れており精子形成での代償性をうかがわせた。
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